「唐門・萱門」


徳源寺唐門
この門は、かつて奈良近郊の禅寺である徳源寺の一部であった。徳源寺は、1632年に有楽の兄の孫である織田高長（1590–1674）が、織田家のために建てた私寺である。やがて徳源寺は荒廃し、明治（1868–1912）に入るとこの門だけが残された。1941年、三井家に買い取られた。
門の天井には牡丹の彫刻が施され、門扉には珍しい畝（うね）模様の装飾が施されている。この門はケヤキ材で造られていると推測されるが、一般的にケヤキ材は唐門の形とともに、上品で高貴なイメージを与える材料である。
岩栖門と同様、この威厳ある木造の門も唐門である。屋根の中央の棟が門の入口に沿い、切妻の特徴的な釣鐘状の湾曲が入口に面しているのが向唐門の特徴である。

萱門
この素朴な門は、有楽苑の他の門とは著しく異なっている。柱は木の幹を荒々しく加工し、屋根は檜皮葺ではなく、茅葺きである。まぐさは低くされており、来客は頭を低く下げて入らなければならない。
この門は、シンプルな造りと低い入口が千利休（1522–1591）が確立した侘び寂びを表現している。実は萱門は、千家が所有していた門のレプリカである。この門は、利休の教えに基づく表千家の茶人であった三井高棟（1857-1948）の要望で作られたものである。
この門には、大きな木製の扉を開けた状態ではわからない、潜戸と呼ばれるもうひとつの小さな扉がある。正面の扉を閉めると、この小さな扉が開き、客はさらに身を低くして中に入ることができる。この潜戸は、茶の湯の際に、客によりつつましい別世界に来たことを感じさせるために使われたのであろう。
